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塾
講
師

ラ
ン

昨
年
ス
タ
ー
ト
、塾
選
び
の
参
考
に

学
習
塾
業
界
で
、
検
定
に
よ

っ
て

講
師
の
能
力
を
評
価
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
進
ん
で
い
る
。
　
″
ラ
ン
ク
付

封
〃
に
よ

っ
て
講
師
自
身
に
慨
磋さ
家

磨
を
促
す
と
と
も
に
、
保
護
者
が
塾

を
選
ぶ
際
の
参
考
に
す
る
の
が
目
的

だ
。検

定
制
度
を

つ
く

っ
た
の
は
、
経

済
産
業
省
所
管
の
社
団
法
人

「
全
国

学
習
塾
協
会
」
（
東
京
都
豊
島
区
）
。

「
教
室
全
体
の
や
る
気
や
理
解
度
に

応
じ
て
適
切
な
指
導
が
で
き
る
」
レ

ベ
ル
が
２
級
。

「
塾
生

一
人
ひ
と
り

の
反
応
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
成
績

一実
技
は
模

‐擬授
葉
。
１５
～
ｍ
分
程

一度
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、
日
協
会
が
選

ん
だ
３
人
の
ベ
テ
デ
ン
講
師
が…
審
査

員
と
し
て
映
像
を
チ

エ
ッ
ク
ヽ
３６
点

一の
好
奇
心
を
刺
激
し
．で
，
一る
か
」
な

塾
業
界
で
こ
う
し
た
動
き
が
始
ま

っ
た
背
景
に
は
、
公
立
学
校
で
の
補

習
に
塾
が
参
加
す
る
な
ど
社
会
的
な

役
割
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
反
面
、
塾
講
師
に
は
教
員
免
許

取
得
な
ど
資
格
条
件
が
な
く
、
講
師

の
資
質
を
見
極
め
る
公
的
な
基
準
は

な
い
。

同
協
会
が
２
０
０
５
年
２
月
に
塾

経
営
会
社
３
８
０
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト

．し
た
と
こ
ろ
、
全
講
師
の
う
ち
、
大

一
学
生
や
主
婦
な
ど
ア
ル
バ
イ
ト
の
割

合
が
５７
％
に
も
上

っ
て
い
た
。
入
れ

替
わ
り
も
激
し
く
、
そ
う
し
た
ア
ル

バ
イ
ト
講
師
の
質
を
高
め
、
安
定
的

に
一レ
ベ
ル
の
高
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
に
は
、
講
師
個

々
の
能
力

ク
＝
サ

‐……
検
・ｔ
●

向
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
実
置
計
ざ
だ

け
略
疇
跡
が‐で
与…き
“
一
れ
‐
と
一翻
獅
摯
蘭
磁
・

ら
は
２
級
合
格
者
が
■
級
に
挑
む
試
¨

験
も
始
ま
る
。
２
級
試
験
ぼ
筆
記
ど

実
技
か
ら
成
る
。

「塾
生
や
保
護
者
一

へ
の
適
切
な
振
る
ま，
い
」
や

「個
人

情
報
保
護
の
扱
い
方
」
な
ど
の
基
本

事
項
を
事
前
に
テ
キ
ス
ト
で
学
習
す
．

る
な
ど
し
て
、
８
割
以
上
得
点
す
る

．

と
実
技
試
験
に
進
め
る

・。　
一・

」
■
塾
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
講
師
の
　

ど
１３
項
目
。

を
担
保
す
る
目
安
が
必
要
と
の
機
運

が
高
ま
っ
た
。

同
協
会
の
稲
葉
秀
雄
専
務
理
事
は

「検
定
を
つ
く
れ
ば
、
塾
側
は
１
級

や
２
級
を
持
つ
て
い
る
講
師
を
優
先

的
に
採
用
し
、
講
師
側
は
指
導
力
向

上
に
励
む
よ
う
に
な
る
は
ず
」
と
話

す
。
昨
年
の
２
級
試
験
に
講
師
８０
人

を
受
験
さ
せ
た
あ
る
大
手
進
学
塾
で

は

「将
来
的
に
は
研
修
の
一
つ
に
取

り
入
れ
た
い
」
と
し
て
い
る
。
玉
川

大
の
山
口
栄
一
教
授
（教
育
方
法
論
）

は
「検
定
に
よ
っ
て
講
師
の
レ
ベ
ル

が
分
か
れ
ば
、
子
供
を
通
わ
せ
る
保

護
者
が
塾
を
選
び
や
す
く
な
る
。
制

度
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
ど
う
か

は
、
今
後
の
普
及
活
動
に
か
か
っ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。
（渡
辺
光
彦
）

り

学

び

ヽ
０
、
　
ヽ
０

⌒難激却膠́
諭
）


